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この間題についての動機は次の3点である.
















































つけたoしかし残りのエントロピー 増加率 djP/dt…∑Jxa(djα/dt)dr に関してはあα
まり詳しく調べていない｡前者は常に変化の2次の量であるのに対して,後者は変化量
の1次の量も含む｡ここに提案したェントロピー増大率最大の仮説は,それが成立っ条
件の下でJm(霊)dt,0で ある からiて 穿 )dt<0を考えると, im(穿 )dt,0
である事が判る｡結局, prigogineのエントロピー生成最小の原理及び時間発展基準は,
ゆらぎの2次の量に関して成立するものであるのに対し,ここに提案した仮説は1次の
量に関するものであり,平衡系におけるマクロな熱力学量に対する安定条件に対応して
いる｡
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